





Vladimir Nabokov（1899―1977）の晩年の中篇小説 Transparent Things（1972）
において，物語の背景や地下に隠れ，互いに関連し合って秘かに重要なテー
マ群を形成する要素の一つである固有名詞に着目し，どのように機能してい






















主人公の名前としての Person は，第 1章を除くすべての章に登場し，第
1章では主人公を指示する普通名詞としての person として冒頭に登場する。
普通名詞としての person の語源は，ラテン語の persona であり，仮面や役柄，
劇や小説における登場人物を表す言葉である。主人公の姓を Person とする
ことにより，彼がこの小説内の一登場人物に過ぎない存在であることをこと








されず，最後まで謎として残る。“Hullo, person!” は，音声として聞けば，“Hullo, 
Person!” のように名前を用いた呼びかけに聞こえるところだが，テクストで
は故意に「person ＝登場人物」の線をくずしていない。英語の person が不特
定の人を示す言葉として使われることから，person に everyman の意味を与
えているとも考えられる。第 12 章で，主人公のファーストネーム Hugh が，
フランス語を母語とするために H 音の発音が困難な恋人によって you のよ
うに発音されることにより，Hugh Person という名前の持つ「一般的な人間，
不特定の everyman」の意味がさらに強められることになる。





追加の情報として括弧内で語られる。“As the person, Hugh Person (corrupted 
“Peterson” and pronounced “Parson” by some) extricated his angular bulk from the 





“[. . .] I don’t think you met Mr. Tamworth. Person, pronounced Parson; and 
Tamworth: like the English breed of  black-blotched swine.”






第 2章の冒頭で語られる括弧内の情報は，第 10 章の Hugh の話が元になっ
ていることから，それを語っている人物は第 10 章で Hugh と話していた Mr. 
R か Tamworth のどちらかである可能性が大きいことになり，「語り手は誰か」
のヒントにもなっている。Hugh の言うように，Person という姓の由来の一
つが Peterson にあることは，Dictionary of  American Family Names 等の辞典でも確
認できる情報5）であり，Hugh Person という名前は，You Everyman であるこ
とを示すために人工的に作られた名前のように見えるものの，必ずしもそう
ではないことがわかる。

















A thin veneer of  immediate reality is spread over natural and artificial matter, and whoever 
wishes to remain in the now, with the now, on the now, should please not break its tension 
film.  Otherwise the inexperienced miracle-worker will find himself  no longer walking on 
















と言われた。 （「マタイによる福音書」第 14 章第 28 節―31 節）
聖ペトロのイメージを借用した比喩はあっても，Peter や Peterson という
名前を持つ人物が実際に登場する場面は，小説内に存在しない。既に見たよ





























This was when Hugh attended college and lodged with a fellow student.  Jack Moore (no 
relation), in two rooms of  the newly built Snyder Hall. Jack was awakened in the middle 
of  the night, after a weary day of  cramming, by a burst of  crashing sounds coming from 
the bed-sitting room. He went to investigate. Hugh, in his sleep, had imagined that his 
bedside table, a little three-legged affair (borrowed from under the hallway telephone), 
was executing a furious war dance all by itself, as he had seen a similar article do at a 
seance when asked if  the visiting spirit (Napoleon) missed the springtime sunsets of  St. 
Helena. Jack Moore found Hugh energetically leaning from his couch and with both arms 
embracing and crushing the inoffensive object, in a ludicrous effort to stop its inexistent 

















Jack Moore の後に “（no relation）”（（親戚ではない））という説明がはいってお
り，第 2章で同様に括弧内にあった Person の由来の説明を思い出す読者も
いるだろうが，名前の由来と異なり，今回の「（親戚ではない）」は，初見の
読者には何の話か全くわからないものである。読み進み，Julia Moore の名前
をフルネームで見ることにより，「親戚ではない」の対象が Julia Moore であっ
たらしいという見当がついてくるが，括弧内の発言の主が誰か，Julia 本人か
中心的な語り手である Mr. R を含めた彼女の関係者かは，最後まで謎として
残る。




いるつもりでおり，Jack はそれを止めて Hugh を安全な日常の世界に戻した。
実はこの小説全体が一種の降霊会のようなものであり，死後の世界から死者
（たち）が生者の世界を見て語っているものであることの暗示がここで為さ
れている。Jack Moore はその後 Hugh の人生との接点がなく，小説に登場す
ることはない。しかし Nabokov の作品間にしばしば形成される間テクスト







Moore 一族の中心的存在が Julia Moore である。前景となる物語の上では，
彼女は主人公 Hugh が編集者として担当する作家 Mr. R の義理の娘であり，







Moore がアナグラムにより Romeo となり，Julia が愛称の Juliet となって，
Shakespeare の悲劇 Romeo and Juliet （1597? ，以下 RJ）がこの小説に重なる。
この小説には，RJ を下敷きにしたと思われる部分がいくつか見られる。
Hugh と Armande は，イタリアへの新婚旅行の際に Stresa の由緒あるホテル
に宿泊する。ストレザはイタリア北部の湖水地方にあり，RJ の舞台となっ



















He badly messed up the exploit. He got stuck on a ledge just under their balcony.  His 
flashlight played erratically over a small part of  the façade before slipping from his grasp. 
He called down from his perch entreating her to return. Underfoot a shutter opened 
abruptly. Hugh managed to scramble back onto his balcony, still roaring her name, though 
persuaded by now that she had perished. Eventually, however, she was located in a third-
floor room where he found her wrapped up in a blanket smoking peacefully, supine on the 














Armande の行為は，知り合ったばかりの Romeo とバルコニーの上と下に
離れて会話するだけの Juliet とは無関係に見える。Nabokov 作品における
中田晶子
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Shakespeare からの引用について研究書を書いた Samuel Schuman も，Hugh と
Armande の物語を Romeo と Juliet の若々しい純愛物語の反転像と考えている
（Schuman 135）。しかしバルコニーでの語り合いの結果，その場で秘密結婚
を決めてしまう 13 歳の Juliet の行動は，純愛による暴走と呼べるレベルのも
のだろう。ルネサンス期ヴェローナの幼い箱入り娘を 20 世紀後半の 20 代
半ばのエキセントリックなセレブ系女性に置き換えてバルコニーに置いて眺
めて見ると，Armande の強引な避難計画や脱線が Juliet の一途な大胆さに重
なると見えてくる。
　JULIET reappears at the window
Juliet.  Three words, dear Romeo, and good
　night indeed.
If  that thy bent of  love be honourable,
Thy purpose marriage, send me word to-morrow,
By one that I’ll procure to come to thee,
Where and what time thou wilt perform the rite;
And all my fortunes at thy foot I’ll lay,
And follow thee my lord throughout the world.   （2.2.143―149）
　　・ ・ ・ ・ ・ ・
Juliet.  At what o’clock tomorrow
Shall I send to thee? 












Juliet に会うまでは Rosaline という名のつれなき美女に夢中になっていた
Romeo であるが，Juliet に一目惚れし，その晩に結婚の約束をする。そして
翌朝には Laurence 神父のもとへ出向き，二人だけの秘密結婚式を挙げるに






Romeo と Juliet は，そのような時代背景があったため純愛の暴走に至ったわ
けである。ニューヨークやスイスのリゾートでエキセントリックな行動を
























宮殿ホテル Grand Hotel des Iles Borromees であるらしいが，彼はホテルの名
を Beau Romeo（美男のロミオ）と記憶しており，重ねて RJ への関連を示し
ている。
2―b　Giulia Romeo
Hugh が見る火事の悪夢の中では，Julia と，Hugh が一度だけ客になった






落下しそうになっている Giulia を押しとどめようとして，Hugh は Giulia の
実体である Armande を絞殺してしまう。引用は，事件後に Hugh が刑務所に
勤務する心理学者に夢の内容を話している場面である。
Flames spurted all around and whatever one saw came through scarlet strips of  vitreous 
plastic.  His chance bedmate had flung the window wide open.  Oh, who was she? She 
came from the past–a streetwalker he had picked up on his first trip abroad, some twenty 
変奏と変装
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years ago, a poor girl of  mixed parentage, though actually American and very sweet, 
called Giulia Romeo, the surname means “pilgrim” in archaic Italian, but then we all are 
pilgrims, and all dreams are anagrams of  diurnal reality. He dashed after her to stop her 
from jumping out. [ . . .] Giulia, or Julie, wore a Doppler shift over her luminous body and 
prostrated herself  on the sill, with outspread arms still touching the wings of  the window. 
[ . . . ] and poor Hugh did all he could to restrain Juliet. Trying for the best hold, he had 
clutched her around the neck from behind, his square-nailed thumbs digging into her 
violet-lit nape, his eight fingers compressing her throat.  [ . . . ] What a fall! What a silly 
Julia! What luck that Mr. Romeo still gripped and twisted and cracked that crooked cricoid 
as X-rayed by the firemen and mountain guides in the street.  How they flew! Superman 







































列車で出会った Armande に恋をした Hugh が当日の日記に書きつけた
“Ouvre ta robe, Déjanir that I may mount sur mon bûcher”「おまえの着ているも
のを脱いでごらん，デジャニール，そうしたら私は薪の山に登ってもかまわ
ない」は，Alfred de Musset の詩 “A Julie”（1832，「ジュリーへ」）からの引用
であり，妻に毒を盛られた後，自ら火の中へはいって死んだヘラクレス伝説
を踏まえている（Boyd Novels, 813n）。以前の論文では，ここにカルタゴを創
設した伝説の女王 Dido の死を見て，Hannibal のテーマに結びつけて論じた
が11），ここには Julia の変奏と焼死の伏線も潜んでいる。








Othello の隠れた存在は，Hugh が Armande に近づき始めた段階から見出す
ことができる。Armande との初めてのデートに出かける Hugh が着る新品の
洒落たタートルネックのセーターについて，トルコ製であることが購入時に
ことさらに報告される。「『トルコ製』とそのラベルがこっそり教えてくれ



























もっとも TT においては，Moore の姓とトルコ製のタートルネックセーター
から Othello が導き出されることが重要であって，「ムーア人」の特定にはさ
ほどの重要性がないかもしれない。「トルコ製」が問題になるのは，罪のな
い Desdemona を絞殺した Othello が真相を知り，剣によって自殺する場面の
台詞のためである。
And say besides that in Aleppo once,
Where a malignant and a turbaned Turk
Beat a Venetian and traduced the state,
I took by the throat the circumcisèd dog,
And smote him, thus.

















複雑に絡み合い，TT における Giulia Romeo を彷彿とさせる。










なっている。Nabokov が上で引用した Othello の最後の台詞にとりわけ興味
を抱いていたことがこの短篇からもうかがわれる。
おわりに





の中で特に重要と考えているのが，分析哲学者の G. E. Moore（1873―1958）





Wittgenstein の同僚でもあった G. E. Moore もやはり非常に大きな役割をこの
作品中で果たしていると考えている。TT に隠された G. E. Moore の存在と機
能について論じることが，筆者にとっての次の課題である。
Notes
1） Boyd, “Nabokov,” 40.
2） 中田「物語の地下水脈―Transparent Things」，「物語の地下水脈―Transparent 
Things II」，「心霊的サブテクストを透視する―『透明な対象』」。
3） 中田「物語の地下水脈」95―96 頁参照。
4） Transparent Things からの引用は，Vintage International 版による。邦訳からの引
用は，若島・中田共訳『透明な対象』による。
5） “Person, 3. French (mainly northeastern): reduced from of  Per(r)esson, from a pet 








12） 中田「死と隠蔽―Transparent Things を中心に」，“Wittgenstein Echoes in Transparent 
Things.”
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